
JP 2002-120756 A5 2006.11.30

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ５ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 11月 30日 (2006.11.30)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2002-120756(P2002-120756A)
【 公 開 日 】 平 成 14年 4月 23日 (2002.4.23)
【 出 願 番 号 】 特 願 2000-310789(P2000-310789)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ Ｄ   21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)  21/18     (2006.01)
                        Ａ ０ １ ＣＡ ０ １ ＣＡ ０ １ ＣＡ ０ １ ＣＡ ０ １ ＣＡ ０ １ ＣＡ ０ １ ＣＡ ０ １ Ｃ   11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)  11/02     (2006.01)
                        Ｂ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ Ｄ   25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)  25/20     (2006.01)
                        Ｂ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ ＤＢ ６ ２ Ｄ   49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)  49/00     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ６ ２ Ｄ   21/18          Ｃ
   Ａ ０ １ Ｃ   11/02    ３ １ １ Ｚ
   Ｂ ６ ２ Ｄ   25/20          Ａ
   Ｂ ６ ２ Ｄ   49/00          Ｂ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 16日 (2006.10.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 　 苗 植 機
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　

。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 乗 用 ト ラ ク タ の 車 体 は 、 前 部 の エ ン ジ ン ボ デ ィ か ら ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 、 フ ロ ン ト ミ ッ
シ ョ ン ケ ー ス 、 及 び リ ヤ ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス に 渡 っ て 、 一 連 に 一 体 的 に 連 結 し た 構 成 で あ り
、 重 量 車 体 と な る 。 こ の た め 高 床 形 態 の 管 理 作 業 と し て は 不 適 応 な も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 乗 用 作 業 用 の ト ラ ク タ 車 体 と し て は 、 高 い 畝 や 作 物 等 を ま た い で 走 行 作 業 し た り 、 泥 土
耕 盤 の 深 い 土 壌 面 を 走 行 し な が ら 作 業 す る た め 、 高 床 形 態 で あ り 、 車 体 重 量 が 軽 量 で あ り
、 作 業 者 の 搭 乗 し う る ス テ ッ プ フ ロ ア が 広 く 構 成 さ れ る 等 の 緒 条 件 を 有 し 、 し か も 安 定 し

前 部 と 後 部 と に 各 々 前 車 輪 （ １ ８ ） と 後 車 輪 （ １ ９ ） と を 設 け る と 共
に 上 部 に 運 転 席 （ ３ ） を 設 け た 車 体 の 後 部 に 支 持 ブ ラ ケ ッ ト （ ３ １ ） を 設 け 、 該 支 持 ブ ラ
ケ ッ ト （ ３ １ ） に 設 け た リ フ ト リ ン ク （ ６ ７ ） を 介 し て 苗 植 装 置 （ ２ ５ ） を 昇 降 自 在 に 装
着 し た 苗 植 機 に お い て 、 該 車 体 の 車 体 フ レ ー ム （ １ ） の 上 方 に ス テ ッ プ フ ロ ア を 支 持 す る
フ ロ ア フ レ ー ム （ ２ ） を 設 け 、 こ の フ ロ ア フ レ ー ム （ ２ ） を 車 体 前 側 の フ ロ ン ト フ レ ー ム
（ ９ ） と 車 体 後 側 の リ ヤ フ レ ー ム （ ４ ） と 両 フ レ ー ム （ ９ ， ４ ） を 連 結 す る サ イ ド フ レ ー
ム （ １ ０ ） と で 構 成 し 、 前 記 リ フ ト リ ン ク （ ６ ７ ） を 設 け た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト （ ３ １ ） に て
リ ヤ フ レ ー ム （ ４ ） を 支 持 し た こ と を 特 徴 と す る 苗 植 機

苗 植 機 に 関 す る も の で あ る



た 走 行 作 業 を 行 い う る 車 体 構 成 で あ る こ と を 要 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、

と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、

　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 実 施 さ れ る 場 合 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 車 体 は 、 中 央 下 部 を 前
後 方 向 に 渡 る 車 体 フ レ ー ム １ と 、 こ の 上 方 に お い て ス テ ッ プ フ ロ ア や シ ー ト フ レ ー ム ８ 等
を 支 持 す る フ ロ ア フ レ ー ム ２ と か ら な り 、 こ の 車 体 フ レ ー ム １ の 前 端 は 、 前 車 輪 １ ８ を 有
す る フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ １ を 連 結 し 、 後 端 は 、 ダ ブ ル の 後 車 輪 １ ９ を 有 す る 左
右 リ ヤ ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ ２ 間 を 連 結 の ア ク ス ル ブ ラ ケ ッ ト 部 ４ ８ に 連 結 す る 。 こ の よ
う に フ ロ ア フ レ ー ム ２ を 車 体 フ レ ー ム １ 上 方 に 高 く 配 置 す る こ と に よ っ て 、 こ れ ら 各 フ レ
ー ム １ ， ２ を 比 較 的 細 い 部 材 を 用 い て 支 持 構 成 す る 形 態 と し て 、 軽 量 化 と 剛 性 化 を 図 り 、
小 形 で 広 い ス テ ッ プ フ ロ ア 形 態 と す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 フ ロ ア フ レ ー ム ２ は 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ を 中 央 部 と し て 、 こ の 前 側 に フ ロ
ン ト フ レ ー ム ９ を 構 成 し 、 後 側 に リ ヤ フ レ ー ム ４ を 構 成 し 、 左 右 両 側 に サ イ ド フ レ ー ム １
０ を 構 成 す る 。 ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ は 更 に こ の サ イ ド フ レ ー ム １ ０ の 外 側 に 構 成 す
る も の で あ る 。 こ の よ う な フ ロ ア フ レ ー ム ２ の 上 側 に は 、 各 ス テ ッ プ パ ネ ル 乃 至 フ ロ ア パ
ネ ル 等 を 敷 設 し て 、 搭 乗 し て 踏 む こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 車 体 の 前 部 に は ス テ ア リ ン グ ポ ス ト ２ ０ 上 に ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ２ １ を 設 け 、 シ ー ト
フ レ ー ム ８ 下 に 搭 載 の エ ン ジ ン ２ ３ に よ っ て 各 車 輪 １ ８ ， １ ９ を 連 動 駆 動 し て 走 行 で き 、
車 体 後 部 の Ｐ Ｔ Ｏ 軸 ２ ４ を 連 動 し て 、 こ の 車 体 の 後 方 に 連 結 す る 多 条 植 苗 植 装 置 ２ ５ を 伝
動 す る こ と が で き る 。 ２ ２ は ボ ン ネ ッ ト で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 後 部 の 苗 載 フ レ ー ム ６ は 、 運 転 席 ３ の 後 側 の リ ヤ フ レ ー ム ４ の 上 方 に 設 け て 、 苗 植 装 置
２ ５ に 補 給 す る た め の マ ッ ト 状 育 苗 の 苗 を 載 せ る こ と が で き る 。 こ の 苗 載 フ レ ー ム ６ は 、
リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 の 上 方 に 位 置 す る セ ン タ フ レ ー ム 部 ２ ６ と 、 こ の 左 右 両 端 部 に お い て 折
畳 可 能 の サ イ ド フ レ ー ム 部 ２ ７ と か ら な り 、 作 業 時 は 左 右 に 張 り 出 し た 形 態 で 多 数 の 苗 を
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前 部 と 後 部 と に 各 々 前 車 輪 １ ８ と 後 車 輪 １ ９ と を 設 け る と 共
に 上 部 に 運 転 席 ３ を 設 け た 車 体 の 後 部 に 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ を 設 け 、 該 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３
１ に 設 け た リ フ ト リ ン ク ６ ７ を 介 し て 苗 植 装 置 ２ ５ を 昇 降 自 在 に 装 着 し た 苗 植 機 に お い て
、 該 車 体 の 車 体 フ レ ー ム １ の 上 方 に ス テ ッ プ フ ロ ア を 支 持 す る フ ロ ア フ レ ー ム ２ を 設 け 、
こ の フ ロ ア フ レ ー ム ２ を 車 体 前 側 の フ ロ ン ト フ レ ー ム ９ と 車 体 後 側 の リ ヤ フ レ ー ム ４ と 両
フ レ ー ム ９ ， ４ を 連 結 す る サ イ ド フ レ ー ム １ ０ と で 構 成 し 、 前 記 リ フ ト リ ン ク ６ ７ を 設 け
た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ に て リ ヤ フ レ ー ム ４ を 支 持 し た 苗 植 機

車 体 の 車 体 フ レ ー ム １ の 上 方 に ス テ ッ プ フ ロ ア を 支 持 す る フ
ロ ア フ レ ー ム ２ を 設 け 、 こ の フ ロ ア フ レ ー ム ２ を 車 体 前 側 の フ ロ ン ト フ レ ー ム ９ と 車 体 後
側 の リ ヤ フ レ ー ム ４ と 両 フ レ ー ム ９ ， ４ を 連 結 す る サ イ ド フ レ ー ム １ ０ と で 構 成 し 、 前 記
リ フ ト リ ン ク ６ ７ を 設 け た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ に て リ ヤ フ レ ー ム ４ を 支 持 し た の で 、 広 幅
の ス テ ッ プ フ ロ ア を 構 成 す る こ と が で き 、 フ ロ ア フ レ ー ム ２ は 車 体 フ レ ー ム １ の 上 方 に 支
架 さ れ る が 、 軽 量 化 構 成 と し な が ら 剛 性 を 高 め る こ と が で き て 安 定 し た 支 持 構 成 と す る こ
と が で き る 。

以 下 、 苗 植 機 と し て



載 せ る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ に お い て 車 体 フ レ ー ム １ の 上 方 に フ ロ ア フ レ ー ム ２ を 支 持 さ せ 、 こ の フ ロ ア フ レ
ー ム ２ の 運 転 席 ３ 部 後 側 に 位 置 す る リ ヤ フ レ ー ム ４ を 、 該 車 体 フ レ ー ム １ に 対 し て 横 方 向
の 筋 交 ５ で 支 持 の 構 成 と し て 、 運 転 席 ３ 後 部 の リ ヤ フ レ ー ム ４ は 、 下 方 の 車 体 フ
レ ー ム １ と の 間 を 、 横 方 向 の 筋 交 ５ を 介 し て 支 持 さ れ る た め に 、 こ れ ら 車 体 フ レ ー ム １ と
リ ヤ フ レ ー ム ４ と の 上 下 間 隔 を 大 き く 設 定 し て も 、 細 い 支 持 部 材 を 介 し て 支 持 乃 至 取 付 支
持 し て 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 幅 の 広 い フ ロ ア フ レ ー ム ２ 横 揺 れ を な く し て 安 定 支 持
す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 車 体 フ レ ー ム １ 乃 至 リ ヤ フ レ ー ム ４ と 、 こ の リ ヤ フ レ ー ム ４ 上 方 に 支 架 さ れ る 後 部
苗 載 フ レ ー ム ６ と の 間 に 横 方 向 の 筋 交 ７ を 設 け 、 前 記 リ ヤ フ レ ー ム ４ 上 方 に 苗 載 フ
レ ー ム ６ を 装 着 す る 形 態 に お い て は 、 こ の 苗 載 フ レ ー ム ６ を 筋 交 ７ を 介 し て 支 持 さ せ る こ
と に よ っ て 、 幅 広 い 苗 載 フ レ ー ム ６ を 高 く 構 成 す る こ と が で き 、 安 定 し た 苗 載 せ を 行 う こ
と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 膨 出 す る シ ー ト フ レ ー ム ８ を 中 央 部 と し て 、 前 側 に は フ ロ ン ト フ レ ー ム ９ を 配 置
し 、 後 側 に は こ れ よ り も 高 位 の リ ヤ フ レ ー ム ４ を 配 置 し 、 左 右 両 側 に は こ れ ら フ ロ ン ト フ
レ ー ム ９ 部 か ら リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 に 渡 っ て 屈 曲 の サ イ ド フ レ ー ム １ ０ を 配 置 し て 構 成 さ れ
る フ ロ ア フ レ ー ム ２ を 、 フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ １ と リ ヤ ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ ２
と の 間 を 連 結 す る 車 体 フ レ ー ム １ の 上 方 に 支 架 、 フ ロ ア フ レ ー ム ２ は 、 車 体 フ レ
ー ム １ の 上 方 に 支 架 さ れ る が 、 中 央 部 を 上 方 に 膨 出 の シ ー ト フ レ ー ム ８ を 形 成 し 、 こ の シ
ー ト フ レ ー ム ８ の 左 右 両 側 部 に 沿 っ て 前 部 が 低 位 で 後 部 が 高 位 に 屈 曲 の サ イ ド フ レ ー ム １
０ を 形 成 す る た め 、 軽 量 化 構 成 と し な が ら 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ と リ ヤ フ レ ー ム ４ と の 外 側 に 張 り 出 す 張 出 フ レ ー ム １ ３ 部 と 、
フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ １ の 外 側 に 張 り 出 し て 補 助 苗 載 枠 １ ４ を 支 持 す る 苗 枠 支 持
フ レ ー ム １ ５ と の 間 に 、 ア ウ ト サ イ ド フ ロ ア １ ６ を 支 持 す る ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ を
取 付 支 持 、 前 記 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ や リ ヤ フ レ ー ム ４ 、 フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ
ジ ン グ １ １ 等 の 外 側 に ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ を 取 付 支 持 し て 、 １
６ を 形 成 す る も の で あ る か ら 、 広 幅 の ス テ ッ プ フ ロ ア を 構 成 す る こ と が で き 、 し か も 安 定
し た 支 持 構 成 と す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ に 、 前 記 車 体 フ レ ー ム １ は 、 角 チ ュ ー ブ 材 か ら な り 、 左 右 一 対 の 前 端 部 間 隔 は 狭 く
し 、 後 端 部 間 隔 を 広 く し て 、 前 後 適 宜 箇 所 は 横 方 向 の 連 結 部 材 ２ ８ で 連 結 し て 一 体 構 成 と
し て い る 。 こ の 車 体 フ レ ー ム １ の 前 端 は ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ９ に 連 結 し 、 後 端 を リ ヤ ア ク
ス ル ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 央 部 に 連 結 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ロ ア フ レ ー ム ２ は 、 こ の 車 体 フ レ ー ム １ の 上 方 適 宜 高 さ 位 置 に 設 け ら れ る 。 こ の た め
、 車 体 フ レ ー ム １ の 前 、 後 部 に 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ ０ ， ３ １ を 立 設 し て 、 こ れ ら 支 持 ブ ラ ケ
ッ ト ３ ０ で 左 右 横 方 向 の メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ を 支 持 し 、 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ 上 に
は 前 後 一 対 の 横 方 向 の リ ヤ フ レ ー ム ４ を 支 持 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ 上 に は 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ を 介 し て サ イ ド フ レ ー ム １
０ の 前 端 部 を 支 持 し 、 後 部 は 上 方 に 屈 曲 さ せ て リ ヤ フ レ ー ム ４ に 連 結 さ せ る 。
　 前 記 ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ９ の 前 端 部 に は 、 横 方 向 の 前 端 フ レ ー ム ３ ４ が 設 け ら れ る 。 又
、 後 部 に は 左 右 両 側 に フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ １ を 設 け て 、 外 側 端 の 上 下 方 向 の タ
ー ミ ナ ル ハ ウ ジ ン グ ３ ５ の 下 端 部 に 前 車 輪 １ ８ を 操 向 自 在 に 軸 装 す る 。 前 記 前 端 フ レ ー ム
３ ４ と メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ と の 間 で 、 フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ １ 上 方 を 前
後 に 渡 る よ う に フ ロ ン ト フ レ ー ム ９ 及 び 補 助 フ レ ー ム ３ ６ が 設 け ら れ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ １ １ の 外 側 に は 、 苗 枠 支 持 フ レ ー ム １ ５ を 設 け て 、 先
端 部 に 補 助 苗 載 枠 １ ４ を 支 持 さ せ る 。 又 、 メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ の 横 端 を 突 出 さ せ
、 前 記 リ ヤ フ レ ー ム ４ の 外 側 端 か ら 張 出 フ レ ー ム １ ３ を 突 出 さ せ て 、 こ れ ら 苗 枠 支 持 フ レ
ー ム １ ５ と 、 メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ と 、 張 出 フ レ ー ム １ ３ と の 間 に 渡 っ て 、 ブ ラ ケ
ッ ト ３ ７ ， ３ ８ ， ３ ９ を 介 し て ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ を 支 持 さ せ る 。 こ の ア ウ ト サ イ
ド フ レ ー ム １ ７ の 外 側 に は 昇 降 ス テ ッ プ ４ ０ が 設 け ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 ス テ ア リ ン グ ポ ス ト ２ ０ 及 び ボ ン ネ ッ ト ２ ２ 等 は 、 ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ９ の 前 部 上
か ら 前 端 フ レ ー ム ３ ４ 上 方 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ る 。 又 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ は 、 板 金 製 と
し て 、 ド ー ム 形 態 に 形 成 さ れ て 、 前 端 縁 を メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ 上 に 、 後 端 縁 を リ
ヤ フ レ ー ム ４ 上 に 、 横 端 縁 を サ イ ド フ レ ー ム １ ０ 上 に 各 々 取 付 支 持 さ せ て 開 閉 可 能 に 設 け
、 上 側 に は 、 ヒ ン ジ ４ ３ 回 り に 前 後 回 動 自 在 の 運 転 席 ３ を 取 付 け て 、 ダ ン パ ー ４ ４ を 介 在
さ せ て 支 持 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の シ ー ト フ レ ー ム ８ の 取 付 構 成 は 、 図 ７ 、 図 ８ の よ う に 、 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ ０ の 上 方
に ピ ン 溝 ７ ５ を 形 成 し た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ７ ６ を 設 け て 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ の 前 部 に 取 付 け
ら れ た 支 持 ピ ン ７ ７ を 嵌 合 さ せ る こ と が で き 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ の 着 脱 と 開 閉 回 動 の ヒ ン
ジ と す る こ と が で き る 。 又 、 リ ヤ フ レ ー ム ４ に は フ ッ ク 穴 ７ ８ を 形 成 の フ ッ ク ブ ラ ケ ッ ト
７ ９ を 突 設 し 、 こ の フ ッ ク 穴 ７ ８ に シ ー ト フ レ ー ム ８ の 後 部 に 取 付 け ら れ た フ ッ ク ８ ０ を
係 合 さ せ て 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ の 取 付 閉 鎖 状 態 を 固 定 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の フ ッ ク ８ ０ は 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ に 対 し て フ ッ ク 軸 ８ １ で 左 右 に 回 動 自 在 で 、 ば ね
で フ ッ ク ブ ラ ケ ッ ト ７ ９ 側 へ 回 動 付 勢 さ れ て い る 。 こ の フ ッ ク ８ ０ の 先 端 は 、 テ ー パ カ ム
８ ２ 面 に 形 成 さ れ て い て 、 シ ー ト フ レ ー ム ８ の 下 動 閉 鎖 に 伴 っ て 、 フ ッ ク ブ ラ ケ ッ ト ７ ９
に 摺 接 し て ば ね に 抗 し て 回 動 さ れ て 、 フ ッ ク 穴 ７ ８ へ 係 合 さ れ る 。 こ の 係 合 を 外 す と き は
、 フ ッ ク 軸 ８ １ の 外 端 に 固 定 の ノ ブ ８ ３ を 操 作 し て ば ね に 抗 し て 回 動 す る こ と に よ り 行 わ
れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 取 付 ら れ る シ ー ト フ レ ー ム ８ は 、 エ ン ジ ン ル ー ム ４ １ 上 側 を 覆 う 形 態 と な る
が 、 こ の シ ー ト フ レ ー ム ８ の 下 端 周 縁 部 ８ ４ が 、 下 側 の フ ロ ア パ ネ ル ４ ９ 、 又 は フ ロ ア マ
ッ ト ５ ０ の 上 面 に 接 圧 支 持 さ れ る 。
　 前 記 シ ー ト フ レ ー ム ８ は 、 板 金 製 構 成 と し て い る が 、 チ ュ ー ブ 材 で 櫓 形 の フ レ ー ム と 形
成 し て 、 こ の 外 周 に カ バ ー を 取 付 け る 形 態 と す る こ と も で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ 及 び ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ 等 は 、 後 部 が 上 方 へ 屈 曲 さ れ て
、 前 部 は 低 く 後 部 が 高 く な る 段 階 形 態 に 構 成 さ れ る 。 シ ー ト フ レ ー ム ８ は 、 こ れ ら 前 後 の
メ イ ン フ ロ ン ト フ レ ー ム ３ ２ 上 か ら リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 に 渡 り 、 し か も 左 右 両 側 の サ イ ド フ
レ ー ム １ ０ 間 に 渡 る よ う に 膨 出 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ れ ら 上 方 に 膨 出 の シ ー ト フ レ ー ム
８ と 後 部 上 方 へ 屈 曲 の サ イ ド フ レ ー ム １ ０ 等 に よ り 、 フ ロ ア フ レ ー ム ２ の 中 央 部 が ド ー ム
形 態 に 形 成 さ れ て 、 細 く 軽 い フ レ ー ム 部 材 構 成 で あ っ て も 車 体 全 体 剛 性 を 高 め る こ と が で
き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 筋 交 ５ は 、 リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 に お い て 、 中 央 下 部 の 車 体 フ レ ー ム １ と 、 外 側 上 部 の
ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ と の 間 に 渡 っ て 連 結 さ せ る 。 こ の よ う に 筋 交 ５ を フ ロ ア フ レ ー
ム ２ の 高 い リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 の 下 側 に 設 け る こ と に よ っ て 、 リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 全 体 の 剛 性
を 高 め る こ と が で き る 。 特 に ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ を 張 出 し て 形 成 す る 形 態 で は こ の
部 分 の 支 持 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 又 、 こ の ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ を 設 け な い 形
態 で は 、 筋 交 ５ の 外 側 端 を リ ヤ フ レ ー ム ４ の 外 側 端 部 乃 至 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ 部 に 連 結 す
る こ と も で き る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 苗 載 フ レ ー ム ６ は 、 リ ヤ フ レ ー ム ４ 部 の 上 方 に 支 架 さ れ る 。 こ の セ ン タ フ レ ー ム 部
２ ６ は 、 左 右 両 端 部 を 前 後 一 対 の 支 柱 ４ ５ で 前 記 ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ と の 間 に 支 持
さ れ る 。 こ の セ ン タ フ レ ー ム 部 ２ ６ と 、 車 体 フ レ ー ム １ 後 部 上 の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ と の
間 に は 、 筋 交 ７ が 左 右 対 称 状 に 設 け ら れ る 。 ４ ６ は 連 結 杆 で 、 セ ン タ フ レ ー ム 部 ２ ６ の 中
央 部 下 側 に 固 定 さ れ て 、 下 端 部 を 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ 部 等 に 連 結 し て 、 よ り 安 定 し た 重 量
苗 の 支 持 構 成 と す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 苗 載 フ レ ー ム ６ は 、 セ ン タ フ レ ー ム 部 ２ ６ の 幅 を 後 車 輪 １ ９ の ト レ ッ ド 幅 と ほ ぼ 同
様 に 構 成 し て 、 こ の セ ン タ フ レ ー ム 部 ２ ６ の 外 側 端 に 、 サ イ ド フ レ ー ム 部 ２ ７ を ヒ ン ジ ４
７ 回 り に 内 外 へ 回 動 さ せ て 折 畳 可 能 に 構 成 す る 。 苗 植 作 業 時 は 、 こ の サ イ ド フ レ ー ム 部 ２
７ 外 側 へ 張 出 さ せ て 、 苗 載 フ レ ー ム ６ 全 幅 に 渡 っ て マ ッ ト 状 の 苗 を 搭 載 し 、 苗 が な く な る
と サ イ ド フ レ ー ム 部 ２ ７ を 折 畳 収 納 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 フ ロ ア フ レ ー ム ２ の 各 フ レ ー ム ４ ， ９ ， １ ０ 等 に 、 フ ロ ア パ ネ ル ４ ９ や フ ロ ア マ ッ
ト ５ ０ 等 を 敷 設 す る 。 こ の う ち 、 フ ロ ン ト フ レ ー ム ９ か ら サ イ ド フ レ ー ム １ ０ 上 に 渡 っ て
前 後 方 向 に 長 い サ イ ド マ ッ ト ５ １ を 、 フ ロ ア パ ネ ル ４ ９ 上 面 に 敷 設 し 、 リ ヤ フ レ ー ム ４ 上
部 に は リ ヤ マ ッ ト ５ ２ を 敷 設 す る 。 又 、 ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム １ ７ 上 に は 、 ア ウ ト サ イ ド
フ ロ ア １ ６ を 取 り 付 け る 。 ５ ３ ， ５ ４ は フ ロ ア パ ネ ル ４ ９ や フ ロ ア マ ッ ト ５ ０ 等 に 形 成 し
た ス リ ッ ト で 、 運 転 席 ３ か ら 操 縦 者 が 運 転 操 作 し な が ら 、 こ れ ら の ス リ ッ ト ５ ３ ， ５ ４ を
通 し て 前 車 輪 １ ８ や 後 車 輪 １ ９ の 踏 付 位 置 を 透 視 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 フ ロ ア パ ネ ル ４ ９ や フ ロ ア マ ッ ト ５ ０ 等 の 取 付 構 成 は 、 図 ６ の よ う な フ ッ ク 機 構 ５
５ に よ っ て 着 脱 で き る 構 成 で あ る 。 フ ロ ア パ ネ ル ４ ９ に は 溝 ５ ６ を 形 成 し て 、 こ の 溝 ５ ６
内 に フ ッ ク 部 ５ ７ と レ バ ー 部 ５ ８ と を 形 成 の フ ッ ク ５ ９ を フ ッ ク 軸 ６ ０ の 周 り に 上 下 回 動
可 能 に 設 け 、 フ ッ ク 部 ５ ７ は 溝 ５ ６ 底 部 の 穴 ６ １ か ら 下 方 へ 突 出 さ せ て 、 こ の フ ロ ア パ ネ
ル ４ ９ の 下 側 に 配 置 さ れ る フ ロ ア フ レ ー ム ２ 側 の フ ッ ク バ ー ６ ２ に 係 合 さ せ る こ と が で き
る 。 レ バ ー 部 ５ ８ は 、 溝 ５ ６ 上 に 起 立 し た 状 態 か ら 、 フ ッ ク 部 ５ ７ を フ ッ ク バ ー ６ ２ に 係
合 し て 溝 ５ ６ 内 に 沈 め た 状 態 に 回 動 す る こ と に よ っ て 、 フ ッ ク バ ー ６ ２ と フ ロ ア パ ネ ル ４
９ と の 弾 性 に よ っ て 張 圧 さ れ て 、 こ の フ ッ ク ５ ９ の 係 合 状 態 を 維 持 で き る と 共 に 、 レ バ ー
部 ５ ８ を 溝 ５ ６ 内 に 位 置 さ せ て 上 方 へ の 突 出 に よ る 邪 魔 を 防 止 で き る 。 フ ロ ア マ ッ ト ５ ０
を こ の 上 側 に 敷 設 し て も 、 邪 魔 に な ら な い 。 又 、 こ の フ ロ ア マ ッ ト ５ ０ は 、 溝 ５ ６ 上 側 に
位 置 す る マ ッ ト 部 分 に 切 り 目 ６ ３ を 形 成 し て 、 部 分 的 な マ ッ ト 片 ６ ４ を め く り 上 げ る こ と
が で き る よ う に 構 成 す る と 、 こ の め く り 上 げ た 部 分 か ら の 着 脱 操 作 が 容 易 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 又 、 ア ウ ト サ イ ド フ ロ ア １ ６ の 着 脱 は 、 こ の 前 後 に 配 置 の ピ ン 穴 ６ ５ を 下 部 の ア ウ ト サ
イ ド フ レ ー ム １ ７ に 配 置 の 位 置 決 め ピ ン に 嵌 合 さ せ て 、 こ れ ら フ ロ ア １ ６ と フ レ ー ム １ ７
と の 間 に 設 け ら れ る パ ッ チ ン 錠 ６ ６ に よ っ て 、 フ ロ ア １ ６ 上 面 か ら 取 付 の 固 定 、 解 除 を 行
う こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 左 右 方 向 で 運 転 席 ３ に 近 い フ ロ ア 部 分 に サ イ ド マ ッ ト ５ １ 及 び リ ヤ マ ッ ト ５ ２ を 敷
設 し 、 左 右 方 向 で 運 転 席 ３ か ら 離 れ た フ ロ ア 部 分 に ア ウ ト サ イ ド フ ロ ア １ ６ を 取 り 付 け て
い る の で 、 機 体 の 左 右 側 方 か ら 昇 降 ス テ ッ プ ４ ０ を 介 し て 作 業 者 が 乗 車 す る と き 、 作 業 者
の 足 に つ い た 圃 場 の 泥 水 が フ ロ ア 上 に 上 が っ て も ア ウ ト サ イ ド フ ロ ア １ ６ が マ ッ ト を 敷 設
し た も の と 比 較 し て 排 泥 性 、 排 水 性 が 良 い た め 排 出 さ れ 、 ま た 運 転 席 ３ の 近 く で は 滑 り 止
め を 施 し た サ イ ド マ ッ ト ５ １ 及 び リ ヤ マ ッ ト ５ ２ に よ り 足 を 滑 ら せ る の を 防 止 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 車 体 フ レ ー ム １ 後 端 の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ １ に は 、 リ フ ト リ ン ク ６ ７ が 昇 降 自 在 に 設
け ら れ て 、 リ フ ト シ リ ン ダ ６ ８ の 油 圧 伸 縮 に よ っ て 昇 降 さ れ る 。 こ の リ フ ト リ ン ク ６ ７ の
後 端 の ヒ ッ チ リ ン ク ６ ９ に 苗 植 装 置 ２ ５ の 苗 植 フ レ ー ム ７ ０ 部 が 連 結 さ れ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 苗 植 装 置 ２ ５ は 、 セ ン タ フ ロ ー ト ７ １ と サ イ ド フ ロ ー ト ７ ２ で 滑 走 支 持 さ れ る 苗 植
フ レ ー ム ７ ０ の 上 側 に 、 苗 タ ン ク ７ ３ を 左 右 往 復 移 動 可 能 に 配 置 し 、 後 部 下 方 に は 各 苗 タ
ン ク ７ ３ か ら 繰 り 出 さ れ る 苗 を 分 離 し な が ら 土 壌 面 へ 植 付 け る 苗 植 爪 ７ ４ を 配 置 し て い る
。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 前 記 リ ヤ フ レ ー ム ４ 上 に は 、 苗 載 フ レ ー ム ６ と 共 に 、
又 は こ の 苗 載 フ レ ー ム ６ に 代 え て 、 施 肥 装 置 を 搭 載 し て 、 苗 植 装 置 ２ ５ の 苗 植 付 土 壌 面 に
施 肥 を 行 わ せ る よ う に 構 成 で き る 。 こ の と き 、 リ ヤ マ ッ ト ５ ２ を 前 後 長 の 短 い も の に 交 換
し て 、 施 肥 装 置 ８ ５ の 前 側 に リ ヤ マ ッ ト ５ ２ が 配 置 さ れ る よ う に し て 施 肥 装 置 ８ ５ を 車 体
の 後 部 に 配 置 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 こ の 前 後 長 の 短 い リ ヤ マ ッ ト ５ ２ を 装 着 し た と
き 、 リ ヤ マ ッ ト ５ ２ の 後 端 と サ イ ド フ ロ ア １ ６ の 後 端 と が 前 後 方 向 に お い て （ 機 体 側 面 視
で ） 略 同 位 置 と な る 。 従 っ て 、 施 肥 装 置 ８ ５ が 搭 載 さ れ な い と き は 、 リ ヤ マ ッ ト ５ ２ の 後
端 が サ イ ド フ ロ ア １ ６ の 後 端 よ り 後 側 へ 突 出 す る の で 、 前 記 リ ヤ マ ッ ト ５ ２ 上 か ら 苗 タ ン
ク ７ ３ へ 作 業 者 が 容 易 に 苗 補 給 す る こ と が で き る 。 ま た 、 施 肥 装 置 ８ ５ の 搭 載 の 有 無 に 伴
っ て 、 サ イ ド フ ロ ア １ ６ は そ の ま ま で リ ヤ マ ッ ト ５ ２ の み を 交 換 す る だ け で あ る の で 、 こ
の 組 替 え が 容 易 に な る 。
　 【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 側 面 図 。
　 　 【 図 ２ 】
　 そ の フ ロ ア フ レ ー ム 部 の 平 面 図 。
　 　 【 図 ３ 】
　 そ の 背 面 図 。
　 　 【 図 ４ 】
　 苗 載 フ レ ー ム 部 の 背 面 図 。
　 　 【 図 ５ 】
　 フ ロ ア マ ッ ト 部 の 平 面 図 。
　 　 【 図 ６ 】
　 そ の 一 部 の 側 断 面 図 と 、 平 面 図 。
　 　 【 図 ７ 】
　 エ ン ジ ン ル ー ム 部 の 斜 視 図 。
　 　 【 図 ８ 】
　 シ ー ト フ レ ー ム 部 の 斜 視 図 。
　 　 【 図 ９ 】
　 苗 植 機 の 平 面 図 。
　 　 【 図 １ ０ 】
　 そ の 側 面 図 。
　 　 【 図 １ １ 】
　 施 肥 装 置 を 搭 載 し た 苗 植 機 の 平 面 図 。
　 　 【 図 １ ２ 】
　 そ の 側 面 図 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 　 １ 　 　 車 体 フ レ ー ム
　 　 ２ 　 　 フ ロ ア フ レ ー ム
　 　 ３ 　 　 運 転 席
　 　 ４ 　 　 リ ヤ フ レ ー ム
　 　 ５ 　 　 筋 交
　 　 ６ 　 　 苗 載 フ レ ー ム
　 　 ７ 　 　 筋 交
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　 　 ８ 　 　 シ ー ト フ レ ー ム
　 　 ９ 　 　 フ ロ ン ト フ レ ー ム
　 １ ０ 　 　 サ イ ド フ レ ー ム
　 １ １ 　 　 フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ
　 １ ２ 　 　 リ ヤ ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ
　 １ ３ 　 　 張 出 フ レ ー ム
　 １ ４ 　 　 補 助 苗 載 枠
　 １ ５ 　 　 苗 枠 支 持 フ レ ー ム
　 １ ６ 　 　 ア ウ ト サ イ ド フ ロ ア
　 １ ７ 　 　 ア ウ ト サ イ ド フ レ ー ム
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２ ５ 　 　 苗 植 装 置
３ １ 　 　 支 持 ブ ラ ケ ッ ト
６ ７ 　 　 リ フ ト リ ン ク
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